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第 2 章 台湾原住民族の背景 
2.1 歴史的背景 
 2.1.1 日本統治時代 
 2.1.2 中華民族（中国国民党）時代 
2.2 言語的背景 
2.3 民族的背景 
2.3.1 高砂族について  
2.4 宗教的背景 
第 3 章「かれらの日本語」とは  
3.1 先行研究、真田の「日本語クレオール」  
3.2 安田の「かれらの日本語」  
3.3「かれらの日本語」とは 
第 4 章「かれ（ら）の日本語」を描くために 
4.1 ライフヒストリー研究からライフストーリー研究へ 
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 4.1.1 ライフヒストリー 
 4.1.2 実証主義（リアリズム）アプローチ 
 4.1.3 ナラティブ・アプローチ 
4.2 社会記号論系言語人類学  
 4.2.1 社会記号論系言語人類学 
 4.2.2 パースの記号論 




4.3.1 相違点  
4.3.2「生きられた語り」を生み出す相互行為としてのインタビュー 
第二部 台湾原住民の「日本語」の語りを描く 
第 5 章「日本語」の語りとは  
5.1 台湾へのフィールドワーク  
5.2 使用データの紹介  
5.3 協力者 A との出会い 
5.4「変らない語り」 
 5.4.1 初対面インタビュー「もったいなかった」 
 5.4.2  2 回目のインタビュー「神様の意味」 
 5.4.3 長期的なインタビュー「先生」 
5.5 キリスト教 
 5.5.1 データ 8「福音大爆発」 
 5.5.2「入信理由」 
 5.5.3「布教の様子」 
 5.5.4  A にとっての「キリスト教」とは 
5.6 インタビュー以外での相互行為 
 5.6.1 使用データの紹介 
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 5.6.2 データ 14「カレンダーに書きました」 
 5.6.3 データ 15「教会を一緒に」 
 5.6.4 データ 16「讃美歌の本をもらう」 
 5.6.5 データ 17「結婚式に来て」 
 5.6.6 データ 18「教会で紹介する」 
 5.6.7 データ 19「秘密の話」 
 5.6.8「インタビュー以外での相互行為」で見られたこと 
5.7  A にとっての「日本語」の語りとは  
第 6 章 考察 









































































































1 節から 3 節までで、台湾での調査者のフィールドワークの経緯を簡単に振り返


























































































































































































































以上の 2 つの局面、すなわち、上記 2 分野の理論や分析方法の接合、およびデ
ータの希少性、分析の視点などといった点において、本論文は評価されるべき特
徴を有していると判断される。 
だが、その一方で、本論文で扱われているインタビュー・データが台湾原住民
1 人のデータであったため――つまり、調査協力者（A）だけでなくその家族や
親しい人びとへのインタビュー、あるいは、家族や友人・知人などの（言語社会
学／社会言語学で言う）「ドメイン」での参与観察なども実施できなかったため
――、本論文における記述・分析が、（言語）人類学的な「三角測量」によって
得られる多角的な視点性を十分に獲得しえていないことも、本論文の限界とし
て挙げられよう。 
このように本論文は、いくつかの限界や問題点を残すものの、長期的なインタ
ビューを含む交流・交わりをとおして調査協力者の現在、そして過去の生の有り
様に接近しようとする志向性を確固とした基盤に据え、また、インタビュー・デ
ータに詳細な注意を払いつつ、他方で、理論的枠組みを決して軽視することなく、
経験的データと理論との接合にも正面から取り組んでおり、高水準の研究成果
を達成しているものと評価される。 
 
 
 
 
 
 
